
図１　百済寺跡と周辺の遺跡
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百済寺跡



図２　塼仏の出土分布図（枚方市教委ほか 2015 をもとに作成、枚方市提供）
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図３　僧院地区における塼仏の出土状況（枚方市教委ほか 2015 をもとに作成、枚方市提供）
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図４　大型多尊塼仏（枚方市提供）

主尊

天蓋

左菩薩

左天部

右菩薩

右天部

左比丘
右比丘

8

9

10

14
15

6

19

17

1

12

4

11

16

18

3

図５　大型多尊塼仏図像重複個体（枚方市提供）
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図７　火頭形三尊塼仏（枚方市提供）
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図８　方形三尊塼仏（枚方市提供）

図６　大型多尊塼仏　右眷属か（枚方市提供）
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図 10　樹木文塼仏（枚方市提供）

40

38

41

37

4342

39

28

29
30 31

32

33 34
35

36

図９　連坐塼仏（枚方市提供）
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写真１　大型多尊塼仏（枚方市提供）

写真２　火頭形三尊塼仏および方形三尊塼仏（枚方市提供）
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写真３　連坐塼仏（枚方市提供）

写真４　樹木文塼仏（枚方市提供）
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表１　百済寺跡出土塼仏一覧

※数値の右側に「＋」を付したものは、残存の数値である。

※報告№は枚方市教委・公財枚方市文化財研究調査会 2015 の報告におけるものである。
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長辺 短辺 厚さ

1 317-1 主尊蓮華座から足部 8.30+ 7.05+ 1.75～1.85 堂塔院 S40tr
(昭和40年調査)

MK-33

2 318-1 右眷属 7.65+ 4.85+ 1.15～ 溜瓦57.1

3 318-2 右天部足部 土表9.1～56.1+59.3+09.4

4 318-3 主尊頭光背 溜瓦1.1～59.0+00.3+01.3

5 318-4 左菩薩肩から胸部？ 溜瓦56.1～52.1+52.4+55.5

6 318-5 左天部肩から腰部 溜瓦58.2～2.1+08.4+03.01

7 319-1 右比丘頭部、手 9.60+ 5.25+ 0.8～1.8 瓦溜下層灰色土

8 319-2 天蓋宝珠 4.10+ 3.85+ 0.7～1.05 瓦溜下層灰色土

9 319-3 左菩薩頭部 9.95+ 8.40+ 1.45～2.9 瓦溜下層灰色土

10 319-4 左天部肩部 7.30+ 5.90+ 1.75～2.45 瓦溜下層黒色土

11 319-7 主尊頭部 6.65+ 5.50+ 1.0～2.85 12-Ⅰtr
(平成24年調査)

表土

12 320-1 主尊左腕部 9.70+ 6.40+ 0.7～2.0 07-Htr
(平成19年調査)

上層

13 320-2 左菩薩脚部 9.30+ 5.90+ 0.85～2.25 （記載なし）

14 320-4 左天部足部 9.50+ 7.50+ 1.5～2.25
上層瓦面上
灰褐色粘質細砂

15 320-5 左菩薩脚部から蓮華座 13.25+ 9.30+ 1.1～2.25

07-Ⅰtr＋
12-ⅡWtr
(平成19・24年
調査)

攪乱＋
上層瓦面上
灰褐色粘質細砂

16 321-1
主尊頭光背、右比丘頭
部、右菩薩上半身

乱攪6.2～1.1+07.31+08.91

17 321-2 主尊蓮台 乱攪58.1～52.1+54.4+57.4

18 321-3 右天部腰部 乱攪59.1～7.1+57.5+04.8

19 321-4 左菩薩上半身 乱攪53.2～52.1+08.6+05.8

+03.5蓋天8-81302 5.20+ 0.8～ 溜瓦6.1

+59.3草唐9-81312 3.55+ 0.7～ 溜瓦1.1

+03.6蓋天5-91322 3.20+ 0.75～1.05 瓦溜下層灰色土

23 322-8 主尊脚部 4.90+ 5.15+ 1.0～1.5 堂塔院 06-CMtr
(平成18年調査)

廃土中

24 322-9 主尊蓮華座 5.70+ 3.90+ 0.85～1.55 東南院 09-Ctr
(平成21年調査)

表土及び攪乱

25 318-11 主尊蓮華座 3.80+ 2.45+ 1.05 12-ⅡWtr
(平成24年調査)

瓦溜上層黒色土

26 321-5 左菩薩腕部 2.70+ 2.40+ 0.5～0.9 13-Etr
(平成25年調査)

③層

27 321-6 左飛天 5.50+ 3.40+ 1.3～1.65 07-Ⅰtr
(平成19年調査)

攪乱

28 318-12 二尊連坐塼仏か 3 1.70+ 0.3～0.8 僧院 12-ⅡWtr
(平成24年調査)

瓦溜

29 322-1 四尊連坐塼仏か 3.6 3.25+ 0.4～ 層上8.0

30 322-2 四尊連坐塼仏か 3.6 3.00+ 0.4～0.8 回廊西溝内上層

31 322-3 四尊連坐塼仏か 3.15+ 2.10+ 0.5～0.85 上層下部検出面まで

32 322-4 四尊連坐塼仏か 4.60+ 3.65+ 0.4～0.7 表土、攪乱

33 322-5 四尊連坐塼仏か 2.65+ 1.90+ 0.4～0.75 表土、攪乱

34 322-6 連坐塼仏か 層上57.0～54.0+08.1+04.2

35 322-7 二尊か四尊の連坐塼仏か 3.70+ 3.10+ 0.4～0.65 05-Ntr
(平成17年調査)

下層

36 318-13 多尊連坐塼仏 5 3.90+ 0.4～0.85 僧院 12-ⅡWtr
(平成24年調査)

（地山直上）
灰褐色粘質土

37 318-6 樹木文様 3.50+ 3.30+ 0.4～0.6 灰褐色土

38 318-7 樹木文様 溜瓦4.1～0.1+08.3+08.3

39 319-6 樹木文様 8.95+ 8.85+ 1.05～1.8 瓦溜下層黒色土

40 320-3 樹木文様 7.10+ 4.15+ 1.2～1.6 07-Ⅰtr
(平成19年調査)

上層瓦面上
灰褐色粘質細砂

41 321-7 樹木文様 5.55+ 4.55+ 1.5～1.65 上層瓦層

42 321-8 樹木文様？ 土表6.1～4.1+04.4+09.4

43 321-9 樹木文様 5.50+ 5.30+ 1.4～1.5 07-Ⅰtr
(平成19年調査)

攪乱
上層瓦面上
灰褐色粘質細砂

僧院

10-Ctr
(平成22年調査)

区査調区地類種№告報№
法量（㎝）

堂塔院

遺構・出土層部位

連坐塼仏

不明

07-Ⅰtr
(平成19年調査)

火頭形三尊

大型多尊

方形三尊

13-Etr
(平成25年調査)

12-ⅡWtr
(平成24年調査)

僧院

07-Ⅰtr
(平成19年調査)

僧院 12-ⅡWtr
(平成24年調査)

僧院

12-ⅡWtr
(平成24年調査)



表２　百済寺遺跡出土塼仏（既指定）一覧

※平成１７年度指定時の調書をもとに作成。

図 11　百済寺遺跡出土塼仏

1 1 西区本殿前 焼土層
2 1 東区本殿前　北 第４層黄褐色粘質土

3 1 東区本殿前　北 第４層黄褐色粘質土

4 1 西区 （記載なし）

5 1 西区本殿前 焼土層

6 1 西区本殿前　北
第４層黄褐色粘質土
（焼土層下）

7 1 西区本殿前　北
第４層黄褐色粘質土
（焼土層下）

8 1 西区本殿前　北端断面 削平時

9 1 東区本殿前　北端 第１層内 金箔厚く残る

10 1 東区本殿前　北端 第４層黄褐色粘質土

11 1 東区本殿前　北端 第４層黄褐色粘質土

12 1 東区本殿前　北端 第４層黄褐色粘質土

13 1 東区本殿前　北端 第４層黄褐色粘質土

14 1 東区本殿前　北端 第４層黄褐色粘質土
15 1 西区 GL-60㎝　焼土層

16 火頭形三尊塼仏 3 東区本殿前　北 第４層黄褐色粘質土 金箔明瞭
17 1 東区本殿前　北 第４層黄褐色粘質土

18 1 東区本殿前　北 第４層黄褐色粘質土

19 21 東区本殿前　北 第４層黄褐色粘質土

20 3 東区本殿前　北 第４層黄褐色粘質土

21 9 東区本殿前　北 第４層黄褐色粘質土

22 4 西区本殿前
第４層黄褐色粘質土
（焼土層下）

23 1 西区本殿前
第４層黄褐色粘質土
（焼土層下）

24 2 西区本殿前　北
第４層黄褐色粘質土
（焼土層下）

25 1 西区本殿前　北
第４層黄褐色粘質土
（焼土層下）

26 1 西区本殿前
第４層黄褐色粘質土
（焼土層下）

金箔あり

27 2 西区本殿前　北
第４層黄褐色粘質土
（焼土層下）

金箔あり

28 1 西区本殿前　北 第４層黄褐色粘質土

計 65

考備区地数点類種№

二尊連坐塼仏

火頭形三尊塼仏

二尊連坐塼仏

遺構・出土層
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